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安全な教育環境を守りながら、将来の施設配置を地域と丁寧に考える

状況を把握

老朽化と児童減を踏まえ計画見
直しが必要

→
質問する

改修・国費・学校規模適正化を
確認

→
市の答え

予防保全を進め適正化は時間を
かけ検討

→
次を確認

工事・新計画・施設配置を確認

一目でわかる｜問題・質問・市の答え

問題

学校施設の老朽化と児童生徒数の減少を
踏まえ、安全確保と将来の教育環境を一
体で考える必要があります。

質問

石井小・南部中の改修、国交付金の状況、
計画見直し、学校規模適正化の考え方を
確認しました。

市の答え

予防保全を進め、交付金不採択等では延
期の可能性があると説明。適正化には保
護者・地域への説明と意見聴取に時間が
必要と答えました。

最重要の到達点 安全な教育環境を確保し、保護者・地域との合意を重ねながら将来の施設配置を決めること

次に確認すること｜当時の方針と未解決点

当時の計画 石井小・南部中を令和7～8年度の2か年で大規模改修予定

国費の状況 令和7年4月時点で交付金不採択。追加申請結果により延期の可能性

市の答え 長寿命化・予防保全を進め、規模適正化は説明と意見聴取に時間が必要

議員の提案 防災拠点・地域共生・地域利用を含む多機能化と周辺インフラも議論

議事にある具体事項 学校施設長寿命化計画は令和2年度策定／国交付金は計画策定が要件／改修不採択時は工事・計画延期の可能性

※ここまでが令和7年3月定例会で確認した当時の内容です。 出典：日田市議会 令和7年6月定例会／日田市「学校施設長寿命化計画（令和8年3月改訂）」、教育委員会資料等
（2026年9月確認）
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その後の進捗

2025年3月の一般質問後に確認できる制度・政策・実績の変化です。質問との因果関係を示すものではありません。

第2期計画へ改訂 令和8年3月、日田市は学校施設長寿命化計画を改訂し、2026年度から2030年度を対
象とする第2期計画へ移行しました。

改修は実施段階へ 国費採択が不透明だった石井小学校と南部中学校の大規模改修は、令和8年度の発注
計画等に具体的な工事として掲載されました。

教育環境を改善 確認できる工事には屋根・外壁・トイレ・空調・LED化などが含まれ、安全性と学校
環境の改善を進めます。

多機能化は今後確認 防災拠点・地域共生・多機能化は議員の提案です。市の正式な計画方針になったとは
確認できず、引き続き確認します。

出典：日田市議会 令和7年6月定例会／日田市「学校施設長寿命化計画（令和8年3月改訂）」、教育委員会資料等（2026年9月確認）


